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歯肉炎とは？？？

歯肉炎は、歯の周りにある歯肉が炎症を起こす病気です

主に、歯磨きが不十分でに口の中に歯垢がたまりその中の細菌が死肉を刺激することで
発生します。

代表的な症状、、、

・歯磨きの時に歯茎が出血する

・歯肉が赤くはれる

・口の中が不快に感じる

・歯肉が傷むこともある





歯肉炎の原因

1．歯垢や歯石の蓄積

・歯垢は食べ物のカスや細菌の塊です

・これが歯と歯茎の境目にたまり、炎症を
引き起こします

・歯垢が時間とともに固くなると歯石とな
り、これも歯肉炎を悪化させます



２．不適切な歯磨き

・歯磨きを適切に行わないと、歯垢が取り切れず、歯肉炎を引き起こします

・特に歯ブラシの使い方が悪いと、歯茎を傷つけたり、磨き残しが増えたり
します

・注意点

・毎日、正しい方法で歯を磨くことが大切です

・歯ブラシは軽く優しく使い、歯と歯茎の間を丁寧に磨きましょう。



歯肉炎の予防方法

• 毎日の歯磨き：2回以上、正しい方法で歯を磨く

歯ブラシを使い、歯の表面、歯茎を優しく磨く

• フロスや歯間ブラシの使用：歯の間の汚れを取り除く

• 定期的な歯科検診：半年に1回の歯科医院でのチェックアッ
プ



Q歯肉炎、歯周病は何歳位から
起こるのでしょうか？



A
いつも口の中が汚れている子どもたちは、5歳前後から歯肉炎が徐々
に始まり、歯周病がじわじわ起きてきます。

厚生労働省の歯科疾患実態調査（昭和62年、旧厚生省公表）によると
5～14歳で33％の小中学生の3人に1人が歯肉炎・歯周病にかかってい
ます。すなわち、子どもたちは歯周病（歯槽膿漏）になる予備軍なの
です。また、年齢が高くなるにつれ歯周病も増えてきています。

15～24歳の3人に2人、25～34歳の4人に3人が歯肉炎に、そして45～
84歳になるとそのピークは55歳前後で、同時に歯周炎で困っている
人も多くなっています。



歯肉炎が進行すると、、、、

歯肉が悪化すると、（歯肉炎）と呼ばれる状態になります。

歯肉炎になると、歯茎が後退し、歯を支える骨まで損傷を受ける可能性があり
ます。この場合、歯がぐらついたり、最悪の場合、

歯を失うことがあります

・注意点

・早期発見・早期治療が大切です

・少しでも歯茎に異常を感じたら、すぐに歯科医師に相談しましょう。



現在の時期の歯肉炎に関する注意点

１．乾燥と免疫力の低下

冬は乾燥する季節であり暖房の影響で口の中が乾燥しやすい。

乾燥した口内環境は、細菌が増殖しやすくなり、歯肉炎を悪化させることがあります

・注意点

・口をこまめに水で湿らせうがいをすることが大切です。

・温度を保つために加湿器を使うと効果的です



２．風邪やインフルエンザによる免疫力低下

・風邪やインフルエンザがはやる時期ですが、病気にかかると免疫力が低下し、歯肉炎が悪化し
やすくなります

・注意点

・風邪をひいてるときには特に歯磨きがおろそかになりがちですが、感染症を防ぐためにも、
しっかりと歯を磨いて歯肉炎を予防しましょう



歯肉炎の予防方法

１．毎日の正しい歯磨き

・歯肉炎の予防には、毎日の歯磨きが最も重要です。

・歯磨き粉を使い、歯と歯茎の境目を丁寧に磨きましょう

・歯間ブラシやデンタルフロスも使うと、さらに効果的です

２．定期的な歯科検診

・半年に1度は歯科医院で定期検診を受け、歯石の除去や口内チェックをしてもらいましょう。











歯肉炎を予防するため大事なこと
• 歯ブラシの持ち方
• 歯茎にも優しく磨くことを強調
• 歯ブラシを3ヶ月ごとに交換する



３．食生活の影響

・甘いお菓子やジュースの過剰摂取は、口内で細菌が増えやすくなり、歯肉炎を引き起こします。

・注意点

・偏った食生活を避け、野菜や果物などバランスの良い食事を心がけましょう。



３．生活習慣の改善

・食生活や睡眠、ストレス管理など、生活習慣を見直すことも歯肉炎の予防につながります

４．水分補給と湿度管理

・乾燥を避けるために、水分をこまめに摂取し、加湿器を使うなどして、口内を乾燥から守り
ましょう。



歯の正しい磨き方



歯ブラシの持ち方ですが、種々あります。
ここに、一例を示します。
基本的に、ご自身が一番磨きやすい方法で
いいと思います。
できましたら、市販に販売されています染
め出し液を使って、磨くことでご自身の癖、
磨き残し部分を明視やで確認することも重
要、歯ブラシのスキルアップをされるのが
いいと思います。











総括

• 歯肉炎を予防するためのポイントを
簡潔におさらい

o 歯磨き、フロス、歯科検診の重要性
o 健康的な生活習慣の維持
o 歯ブラシはケアではなく

自宅での治療と考えましょう



まとめ

歯肉炎は、日常的な歯磨きや食生活の改善で予防することができます。特に冬は、
乾燥や免疫力低下により悪化しやすいため、十分のケアが必要です。早期に対処
すれば、歯肉炎は簡単に治療できますが、放置すると進行し、重度な病気につな
がることもあります。正しい歯磨きと定期的な歯科検診を習慣にして、健康な歯
と歯茎を守りましょう。
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ご清聴ありがとうございました



おまけ

IQOS（加熱式たばこ）：たばこ葉を燃やさないためター

ル、ニコチンや副流煙が発生せず、紙巻きたばこより害
が少ないことが言われている。

が、私の出身大学歯周病科の講師が動物を用いて、人
間と同じ環境下で実験したところ,途中経過ではあるが

紙巻きたばこよりデータ悪いので、お子さんがいる家庭
ではさらに気を付けていただきたい、とのことでした。


